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育種・遺伝1
Chairperson: Keigo Kuchida, Toshio Watanabe(Livestock Improvement Association Japan Inc.), HIROYUKI

Hirooka(Graduate School of Agriculture, Kyoto University), YOSHINOBU UEMOTO, Koichi Hagiya(Obihiro

University of Agriculture and Veterinary Medicine)
Fri. Sep 16, 2022 9:00 AM - 12:00 PM  Zoom会場2 (オンライン)

II-16-01～II-16-04：口田 圭吾 

II-16-05～II-16-07：渡邊 敏夫 

II-16-08～II-16-10：廣岡 博之 

II-16-11～II-16-14：上本 吉伸 

II-16-15～II-16-18：荻谷 功一
 

 

10:10 AM - 10:20 AM

黒毛和種去勢牛における飼養期間が枝肉格付および画像解析形質

に及ぼす影響
*Ayu Miyata1, Koichi Hagiya1, Takaaki Saito2, Meguru Hara2, Keigo Kuchida1 (1. Obihiro Univ., 2. Livestock

Research Centre, Fukushima Agricultural Technology Centre)

 
【目的】一般的な黒毛和種肥育牛は、約10ヵ月繁殖農家で飼養され、家畜市場を経由し、肥育農家で約20ヵ月間

肥育される。効率的な肉牛生産には枝肉からの利益を増大させる適切な飼養期間の設定が必要であるため、各農

家の飼養期間が枝肉成績に及ぼす影響を調査した。【方法】 2019年6月～2022年3月において屠畜された黒毛和

種去勢牛(n=1,234)を用いた。生産履歴として、各農家での飼養期間を出荷日を基準に4つのグループに分類し

た。枝肉成績には、枝肉重量、 BMS、脂肪面積割合および新細かさ指数を取り上げた。従属変数を各枝肉成

績、要因を繁殖農家飼養期間区分、肥育農家飼養期間区分、種雄牛、屠畜年季節および出荷市場とした分散分析

を実施した。【結果】飼養期間の平均値は、繁殖農家で278.7日および肥育農家で617.6日であった。 繁殖農家の

飼養期間は枝肉重量のみに有意に影響し(p<0.05)、飼養期間の長期化に従い減少した。肥育期間の延長に伴

い、枝肉重量、 BMSおよび新細かさ指数は直線的に有意に増加した(p<0.05)が、脂肪面積割合は有意な増加傾向

を示さなかった。肥育の最短および最長区分間には、枝肉重量で29.9kgおよび BMSで0.81の差が生じた。肥育期

間の長期化は、霜降りの量の増加は望めないものの格付評価に寄与するコザシの増加には有効であり、枝肉の価

値向上に貢献することが示唆された。


